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【調査の目的】

【調査の設計】

【実施概要】

調査概要

　本調査では地方で働く高卒就職者が重視している生活価値観，および彼ら・彼女たちのキャリアパス満足はどのよ

うに形成されていくのかという点について高校時代の経験に着目している。

  長期化した経済の低成長，各地域における産業構造の変化を前提に，高卒者の雇用環境は周知のとおり極めて厳し

いものになっている。本調査ではそうした状況を踏まえつつ，高卒時点での「初期条件」がその後のキャリアパス満

足に与える影響を確認することで，高校時代の学びに対する示唆を得るために企画・設定されたものである。

１）調査対象者の設定

　高校時代の経験を聞く振り返り調査であるため，高校卒業時点からの経過年を考慮して 6 年目までの有職者とした。

２）調査の構成　

　調査は大きく以下の４つの観点から構成される。

　１　高卒就職者の主観的幸福観とキャリアパス満足度

	 主観的幸福観，主観的幸福観とキャリアパス満足度との関係

　２　初期条件

	 高校時代の成績・学内や学外の活動への取組状況（部活・学校行事・教科）リーダー経験，アルバイト， 

              生涯にわたる友人

　３　適応スタイル

	 想定外の経験への対処

　４　キャリア選択行動

　	 高校選択・文理などのコース選択・就職先・転職行動・人生の節目となった最初の転機

  調 査 対 象： 全 国 の 大 都 市 圏（ 東 京・ 千 葉・ 埼 玉・ 神 奈 川・ 京 都・ 大 阪・ 兵 庫・ 福 岡 ） と 沖 縄 県 を 除 く， 

	 地域に居住する高卒就職者 2000 名　

   有効サンプル数：1730 名　

　調査期間：2012 年 1 月

　調査方法：インターネット調査
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0. はじめに―言葉の定義

　キャリア発達は人生の他の側面から切り離しておこなわれるものではなく，人間関係，余暇の過ごし方，地域との

かかわりや精神的献身を通じた連帯感など，人生において並行して起こるさまざまな生活構造の中にキャリアパスを

組み込むことであり，その結果としてキャリアは満足のいく有意義な人生に貢献する（Peterson 他，2005）。

　これらの考え方に沿って本稿で高卒就職者のキャリアを考える場合，職業生活だけでなく他の生活経験の中での役

割との関係を重視し，生活構造の中に組み込まれたキャリアパスの満足度に着目する。キャリアパス満足度とは，人

生における自己の選択についての満足である。この選択には上述のキャリアの定義の通り，働くことだけではなく，

それ以外の側面も含んだ選択ということになる。

1. 主観的幸福観とキャリアパス満足度

1-1. 主観的幸福観
　主観的幸福観とは，Richard（2006）の定義した幸福に影響を与える 7 大要素（Big Seven）のことで，1. 家族関係，

2. 家計の状況，3. 雇用状況，4. コミュニティと友人，5. 健康，6. 個人の自由，7. 個人　をさす。これに加え，8 つ

目の項目として社会基盤に関する設問を加え，この中から重視する価値を複数回答で確認した。

　因子分析をおこなった結果，「個人」「社会・環境」「家族」といった 3 つの因子を取り出すことができた。
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1-2. 主観的幸福度と，キャリアパス満足度の関係
　主観的幸福度は，前述の「重視する価値観」を聞いた上で「全体として、あなたは普段の生活でどの程度、幸せを

感じていますか。」と聞き，10 点満点で回答してもらった（RIETI, 1992)。一方、キャリアパス満足度は，これまで

の進路や就職先，転職先といった節目の選択を聞いた上で，「これまでの人生経験や仕事経験を振り返り，自身の『人

生における選択』に点数をつけるとしたら何点でしょうか。100 点満点でお知らせください」と聞いた。両者の相

関を確認した結果，主観的幸福観とキャリアパス満足度との間には相関係数 .42 で中程度の有意な相関が認められて

いる。

２. 初期条件と適応スタイル

2-1.「初期条件」
　初期条件とは，初めて社会に出る時や職を移行する時，それまでの経験や学習といった初期の経歴が大きくキャリ

アに影響するといった考え方。キャリアは時間的に推移していくため，初期の時点でのわずかな差が年を経るごとに

少しずつ差が拡大し，数十年後には取り返しのつかない程の大きな差になる。

　このように，若い頃の学習歴や学校歴がその後の若年キャリアに影響を与え，当初はわずかな違いであったものが，

経年に応じてその差が雪だるま式に違いが拡大するのなら，若いうちにキャリアの課題を積み残さないことが重要と

なる。

◆高校時代の経験
　ここでは，初期条件の一部として高校時代の経験と経験を通じて学んだ事柄について質問した。ここで取り上げる

高校時代の経験とは，クラブ活動の経験とその種類・イベント（体育祭や文化祭などの学校行事）・教科の学習・リーダー

経験（生徒会や委員会，部活などでの会長・委員長・部長などのリーダーの経験）・アルバイト経験・高校時代から

続く生涯にわたる友人の数・出身校の進学率（進学者のほうが多い・就職者のほうが多い・進学と就職は半々）であ

る。このうち，クラブ活動など、いくつかの経験については，各活動（経験）を通じて得られたことをあわせて聞いた。
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◆高校時代の経験から得たこと

●クラブ活動
　高校時代にクラブ活動経験があったのは 1073 名（62.0％）であった。この 1073 名に対して，クラブ活動の経験

を通して得られたことを聞いた。その結果，「協調性やチームワークが養われた」の回答が一番多く，部活経験者の

うち約 40％を占めている。次が「精神的なタフさ，精神力が養われたこと」で 23.1％，「礼儀や上下関係の基本が

身についたこと」が 20.6％で次に続いた。
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　次に，クラブ活動の経験の有無と運動部かどうか，団体での活動か個人の活動かによって，経験からの学びも異な

ると考え，クラブ活動の種別を 4 つに分類して確認した。　

　この結果からは、運動部（団体競技）では、協調性が他の項目に比してずばぬけて高く、運動部（主に個人競技）

では精神力・協調性が高いことがわかる。

　一方、運動部以外のクラブ（主に団体で活動する）は協調性が、運動部以外のクラブ（個人で活動する）では知識・

技能を獲得した者が多いことがわかる。
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　イベント経験から得たことについても協調性と回答する者が多いが，特徴的なのは 2 番目に多い，「何かをチーム

で達成することの喜びを知ったこと」（40.4％）である。それ以外にはコミュニケーション・集団スキルといった集

団で活動するスキルに集中して「得られた」と回答していることが明らかになった。
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　教科の学習から得られたものとしては，「知識・技能」が高いが，二番目に高いのは「自分に自信がついた」（22.7％），

次に「継続的に努力する習慣や態度が身についたこと」（19.8％）である。この結果からは知識技能だけではなく，

それを獲得する過程において継続的に学習・努力する習慣を得たり，やりきることでの自信をつけたりしていること

が示されている。
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　母数は少ないものの，ここでも協調性・コミュニケーション・集団スキルといった対人面での力がついたと回答す

る者が多い。さらに，精神力や達成感といった項目も比較的多く挙げられている。
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　回答者の約半数がアルバイト経験を有している。そしてアルバイト経験から得たものとしては「礼儀や上下関係の

基本が身についたこと」さらに「対人コミュニケーション力が養われた」という回答が突出して高いことがわかる。

リアルな社会の中で顧客と接する中でのコミュニケーション力の醸成，さらに職場での上下関係・子弟関係の中で礼

儀の基本を身につけていることが示された。
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　※参考　Benesse 教育研究開発センター「社会で必要な能力と高校・大学時代の経験に関する調査」（2010 年）

●アルバイト経験
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2-2. 適応スタイル
　絶え間ない変化と不確実性が取り巻く環境においても個人のキャリアには時間軸を超えた非直線的な行動パターン

がある。こうした行動パターンは一見，何の関係もないように見えるが，非直線的な行動パターンとして確かに存在

している。この行動パターンを解明するために，思いがけない出来事に対峙した時（以降、環境変化への適応時）の

個人の行動スタイル・経験を聞いたものをここでは「適応スタイル」とよぶ。最尤法による因子分析を行った結果，

4 因子構造が妥当であると考えられた。4 因子とは「非安定因子」「難局因子」「実現因子」「直観因子」で構成される。
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３. 高校時代の特定の経験の有無は　　　

　　環境変化への適応に役立っているのか

3-1　経験と適応スタイルの関係
　教科に取り組んだ経験，アルバイト経験はすべての適応スタイル因子得点において有意な差が確認された。さらに，

イベント経験の有無は，実現因子と直観因子が，リーダー経験の有無は，難局因子と実現因子が，そして生涯にわた

る友人の数は実現因子において有意差が確認された。

3-2　経験から得たことと適応スタイルの関係
　次に「経験から得たこと」と 4 つの適応スタイル因子の関係を確認した。得た（1）得ていない（0）とし，適応

スタイル因子の得点差の検定を実施したところ，次ページの表のような結果になった。表中網掛け部分は有意な差が

確認できなかった。

　この結果から読み取れるのは，「部活経験で自信をつけること」「教科の学習で知識技能を身に付けること」「教科

の学習で失敗経験から学ぶことができること」「リーダー経験を通じて集団のスキルを身に付けること」以上どれか

の経験からの学びの機会を持つことによって，変化への適応が高くなる傾向にあるということである。そして，部活

を通して失敗から学ぶといった経験は，非安定因子や難局因子を高めることとの関係が見られる。

◇学校での活かし方

1. 積極的な機会を作る，2. 経験の機会から各学びを獲得できるような個別指導の検討をおこなうということになる

だろう。
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４. 高校時代の特定の経験の有無は　　　

　　キャリアパス満足度を高めるのか

　次にキャリアパス満足度と経験の関係を確認する。

4-1.　経験の有無とキャリアパス満足度の関係

　最初に，被説明変数をキャリアパス満足度の点数（70 点以上を「1」，未満を「0」）とし，説明変数をいずれも高

校時代の部活経験 ，イベント参加経験 ，教科参加 ，リーダー経験，アルバイト経験，生涯の友人数としてロジスティッ

ク回帰分析を行った。「生涯の友人数」は，「高校時代の友人で生涯にわたる友人だと思える友人は何名いますか？」

と質問している。

　生涯友人数は量的変数とし，その他はカテゴリ変数とした。結果，決定係数は低い値となったものの，モデルの有

効性が確認されたので係数の解釈をおこなった。この際，リーダー経験，アルバイト経験は，非有意であったため，

再度，これらの変数を除外した分析をおこなった。

　オッズ比（ＥＸＰ（Ｂ））をみるとキャリアパス満足度得点に最も影響している要因は，イベント経験であり，1.592

となっている。在学中にイベントを経験しない人よりも経験した人の方が，キャリアパス満足度が高くなる可能性は

約 1.6 倍である。次いで，部活経験（約 1.4），教科経験（約 1.4）がキャリアパス満足度を高める要因となっている

ことが示された。
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4-2.　経験から得たこととキャリアパス満足度の関係
●クラブ活動経験

　部活動経験のあるもののうち，オッズ比（ＥＸＰ（Ｂ））の高いものから示すと，対人コミュニケーション力（約

2.5），自分に自信がついた（約 2.1），チームで達成することの喜び（約 2），協調性やチームワーク力（約 1.9），精

神的なタフさ（約 1.9），活動を通して得られた人脈や人間関係（1.8），継続的に努力する習慣や態度（1.8），活動

そのものを通して得られた技術（約 1.6），礼儀や上下関係の基本（約 1.6）の順で「得た」と実感しているものは， キャ

リア得点が有意に高かった。特に男性は，「自分に自信がついた」と思っている場合は，そうでない場合に比してキャ

リアパス満足度が高くなる可能性は約 5.3 倍である。

●イベント経験

　イベントに一つでも熱心に取り組んだ経験のあるもののうち，キャリア得点が有意に高くなるのは，オッズ比（Ｅ

ＸＰ（Ｂ））の高いものを示すと，イベント経験を通じて精神的なタフさ（約 2.1）を学んだ場合である。また，進

学校では，精神的なタフさを獲得した場合，そうでないものに比してキャリアパス満足度が高くなる可能性は約 2.8

倍であり，進学と就職が半々の高校の場合は，イベント経験を通じて人脈を得た場合，キャリアパス満足度は約 2.9

倍であった。
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●教科取組み経験

●リーダー経験

　順に，自分に自信がついた（約 1.7），精神的なタフさ（約 1.5），活動そのものを通して得られた技術や知識（約 1.4），

継続的に努力する習慣や態度（約 1.3）が有意にキャリアパス満足度を高くしていた。さらに特徴的なのは，性別・

進学校の別にかかわらず，すべてのセルで，「自信がついた」場合にキャリアパス満足度が高くなるということであ

る。特に進学校でない場合には，「教科経験を通して自信がついた」と回答したものは，そうでないものに比してキャ

リアパス満足度が高くなる可能性は約 2 倍である。

　「チームで達成することの喜びを知った」場合はそうでない場合に比して，キャリアパス満足度が高くなる可能性

は約 2.1 倍である。同様の傾向は男性（約 2.3 倍）進学校（約 2.7 倍）において確認された。
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●アルバイト経験

　全体では「突発的な出来事に対処できるようになった」場合，キャリアパス満足度が高くなる可能性は約 2.3 倍で

ある。アルバイト経験で特徴的なのは，進学校ではない学校において，「自分に自信がついた」（約 3.3 倍），「突発的

な出来事に対処できるようになった」（約 3 倍）という結果を示していることである。

●学業成績

　全体では，学業成績がクラスで 5 位以内の場合，キャリアパス満足度が高くなる可能性は約 1.7 倍，10 位以内の

場合は，約 1.6 倍である。

◆学校での活かし方

　生徒らの卒業後のキャリアパス満足度を高めるためには，これまでに挙げたような経験と経験を通じて学べるよう

な仕掛けが必要だということだ。

　彼ら・彼女たちに必要な経験はもちろん個々に異なるだろうが，ここに挙げた，活動と活動から得られる学びとの

関係は参考になると思われる。

　たとえば，進学校とそうではない学校とでは，同じ経験から得ている学びは異なっている。

　進学校では，部活経験からの複数の学びがキャリアパス満足度を高めているが，進学校でない場合にはそうした効

果は見られない。進学校でない場合，①教科の学習を通じて自分に自信がついたと思えること②アルバイト経験を通

じて自分に自信がついたと思えること③同じくアルバイト経験を通じて突発的な出来事に対処できるようになったと

思えることが，キャリアパス満足度を高めていることがわかる。この結果を見ると，教科学習の中で自信をつけられ

るような機会を１人ずつ積極的に作ることが大切だということがわかる。また，アルバイト経験については，学校に

よって禁止されているケースもあるため一律に実施を促すことはできないが，容認されている学校においては，こう

した学校の外での経験も視野に入れた指導が必要になると言えるだろう。つまり，アルバイト経験から彼ら・彼女ら

が何を学んでいるのかを訊ねたり，経験から学んだことが将来どのように役立つと考えているのかを訊ねてみてもよ

いだろう。
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５. これまでのキャリア選択行動は

　　キャリアパス満足度と関係しているのか

　以下では，キャリアパス満足度と高校での選択および就職後の選択についてそれぞれ関係を確認する。		

														            

●キャリアパス満足度と高校での選択の関係	

											         

　高校段階までの選択はキャリア満足度にどのような影響をおよぼすのだろうか。「高校選択の理由」「高校でのコー

ス選択理由」とキャリアパス満足度の相関係数を概観すると，両者には関係は見られなかった。		

	

										        

●キャリアパス満足度と就職後の選択の関係				 

　就職後の選択はキャリア満足度にどのような影響をおよぼすのだろうか。「初職時の就職希望先と実際の就職先

の一致」「就職理由」「転職の有無」「人生の転機時期」とキャリアパス満足度の相関係数を概観すると，両者に関

係が見られるのは，「就職希望先と就職先が一致していたかどうか」ということのみであり，弱い相関が見られた。 

このことからは，自分の人生の選択についての満足度（＝キャリアパス満足度）は，就職 5 年目の段階では，就職

希望先と実際の就職先とが一致したかどうかという点のみと関係することがわかる。	
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●人生の節目となった選択

手順）

フリーアンサーで聞いた「人生の節目となった選択」の内容について，テキストを分析したもの。各文章を品詞分解

した上で（形態素解析）単語の出現数を確認し，言葉の傾向を把握している。図は，同じ文章内で同時に使われる単

語の共起関係を可視化したもの。以上の分類をおこなった上で，言葉のつながりから文脈を類推している。

解釈）

人生の節目となった選択の内容として確認されるのは，以下の通り。

・自分の将来を考え，進路を決めること，高校選び。進学にするか就職にするか，専門学校に行くかを選ぶこと

・両親の離婚

・友人との良好な人間関係やアルバイト経験から人や社会を知ること

・続けること（部活・仕事）について，悩んだこと

・友達が出来たこと

・先生との出会い

・部活に入ること

・中学受験の失敗。中学で私立に行くか公立に行くか

・進学校に行くことで地元を離れ，生活環境が変わること。また，普通科にいくかどうかの選択

・辞めるか卒業するか

※分析ツール：立命館大学の樋口耕一氏の開発による「KH Coder」を使用。
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付表１　回答者の属性
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付表２　調査設問一覧（単純集計値）
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